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【概 要】

社会的共通資本の理論的、学説的、制度的、歴史的、文化的側面について総合的な研

究を行う。

理論的・学説的側面については、大気、森林、河川、水、土壌などの自然環境、道路、

公共的交通機関、上下水道、電力・ガスなどの社会基盤、さらに教育、医療、司法、金

融制度、都市、農村、文化資本などの制度資本からなる社会的共通資本の主要な構成要

素について、技術的、経済的、社会的、文化的特質を浮き彫りにするような理論的モデ

ルを構築し、その制度的、政策的含意を明らかにする。また、社会的共通資本の考え方

が、経済学の歴史の中で、どのように位置づけられてきたかを考察する。

制度的側面、歴史的、文化的側面について、社会的共通資本の重要な構成要素である

自然環境、農村、都市、教育、医療、金融、文化資本の各分野について、それぞれの果

たしてきた歴史的、社会的、経済的な役割を分析し、持続的な経済発展が可能になるた

めには、どのような制度的前提条件がみたされなければならないかを考察する。

【期待される成果】

、 、本研究は 1960 年代から 1990 年代にかけて展開された動学的最適資本蓄積の理論

内生的経済成長の理論、社会的共通資本の経済理論を有効に適用するとともに、これら

の理論を深化し、展開し、新しい経済理論の発展に寄与するものである。また、Veblen

の制度学派の経済学の考え方を一つの理論的体系として整理し、経済学の考え方に新し

い視点を取り入れるものとなっている。さらに、地球温暖化の問題について、京都会議

の結論を補強、補足し、新しい国際協調への足掛かりを与え、また、教育、医療、金融、

しい研究を都市、農村に関わる問題についても、持続的経済発展の可能性を求めて、新

展開する。
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